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研究成果の概要（和文）：多彩な金属錯体をカチオンとする機能性イオン液体を開発し、その液体物性を評価した。キ
レート錯体を用いて、ベイポクロミズムなどの外場応答性や、スピンクロスオーバーなどの磁気特性を示す多機能液体
を実現した。これらの錯体を用いた溶媒・湿度応答性物質を構築した。有機金属錯体を用いて多様なイオン液体を開発
し、物性および反応性を調べた。関連するメタロセニウム塩における結晶構造と熱物性の相関を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Functional metal-containing ionic liquids were synthesized from various cationic 
metal complexes. First, ionic liquids exhibiting vapochromic, magnetic, and other properties were 
developed from chelate complexes. Second, a series of ionic liquids were synthesized from metallocenium 
complexes, and their physical properties and chemical reactivities investigated. Correlations between the 
crystal structures and thermal properties of metallocenium salts were also investigated.

研究分野： 物性化学
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１．研究開始当初の背景 
金属錯体は多彩な機能性を示す物質群で

あるが、通常きわめて高融点である。ところ
が私達は、フェロセンをはじめとする有機金
属錯体を液化する物質設計手法を見出した。 
この手法で生成する金属錯体系イオン液

体は、イオン液体としての特性（流動性、不
揮発性、リサイクル性、各種溶媒機能）と、
金属イオン由来の機能性（多彩な電子物性、
機能性、反応性、触媒活性）を併せ持つ革新
材料となる。私達はそれまでの研究で、メタ
ロセン系イオン液体の物質開拓を行い、その
基礎的性質を明らかにしてきた（科研費基盤
研究(B)2009-2011「メタロセン系イオン液体
の合成・電子物性・反応性」）。本課題では、
これらの成果を基盤として、各種のサンドイ
ッチ型錯体を用いた機能性液体の開拓を行
うと同時に、キレート錯体を含む多彩な金属
錯体の液化に取り組むこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、各種のキレート錯体およびサ

ンドイッチ型錯体のイオン液体化を試み、そ
の物性評価を行う。物性および反応性の両面
から物質開発・機能開拓を推進し、①電子機
能性液体、②環境応答性液体、③反応性液体
を実現する。従来の機能性材料（酸化物、錯
体など）は多くが固体であるが、本研究は「金
属を含む機能性液体」という新たな物質化学
領域を拓くことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 各種のカチオン性キレート錯体およびサ
ンドイッチ型錯体に対し、フッ素系アニオン
を組み合わせたイオン液体を合成した。フッ
素アニオンとしては、Tf2N(= bis(trifluoro 
methanesulfonyl)amide)等を用いた。生成し
たイオン液体について、熱物性、熱安定性、
粘度、溶媒極性など一連の物性評価を行った。
常磁性物質については吸収スペクトルおよ
び磁気物性の温度依存性を評価した。イオン
液体の種類に応じ、各種の外場応答性を評価
した。 
 あわせて、関連する固体物質を合成し、そ
れらの熱物性評価および結晶構造解析を行
った。このほか、カチオン性キレート錯体を
ナフィオン膜あるいは粘土鉱物に取り込ま
せた物質を開発し、その応答性を評価した。 
 
４．研究成果 
(1) キレート錯体系イオン液体の合成と物

性評価 

 各種のキレート錯体をイオン液体化し、外

場応答性、磁気物性、触媒能などを示す機能

性液体を合成した。こうして各種のキレート

物質が液化できることを明らかにし、その一

般性を拡張した。関連研究として、キレート

錯体を取り込ませた外場応答物質の開発と

評価を行った。 

① ベイポクロミックイオン液体の開発（論

文⑪ほか） 

 カチオン性ソルバトクロミック錯体をイ

オン液体化することにより、溶媒蒸気に応答

して色変化を起こす液体を実現した（図１）。 

 これらの液体を各種溶媒蒸気下に置くと、

蒸気の種類（ドナー数）に応じて色が変化す

る性質（ベイポクロミズム）を示した。銅を

含む液体は暗紫色だが、溶媒分子を吸着し、

数分で青紫色～緑色に変化する。ニッケルを

含む液体は赤色であり、ドナー数の大きい溶

媒の雰囲気下では緑色に変化する。色変化は

いずれも可逆であり、溶媒蒸気下から取り出

すと元の色に戻る。溶媒以外に、アンモニア

ガスにも応答する。こうした色変化は、有機

溶媒やガスの分子が金属イオンに配位し、配

位構造が平面四配位から八面体六配位に変

化するために起こる（図１右）。 

また、これらの液体は、磁性を可逆に調節

できる磁性流体となる。ニッケルを含む液体

は非磁性液体であるが、溶媒蒸気やガスを吸

収すると磁性流体に変化する。蒸気吸収によ

って融点や粘度も変化する。さらに、これら

のイオン液体にゲル化剤を加える方法で、溶

媒蒸気で変色するフィルムを合成した。 

 
図１．溶媒蒸気で色変化・磁性変化を起こすイ

オン液体の構造式（左）および変色の原理（右） 

 

② スピンクロスオーバーイオン液体の開発

（論文⑥ほか） 

 アカセン配位子を有するカチオン性

Fe(III)スピンクローバー錯体をイオン液体

化することにより、スピンクロスオーバーを

起こすイオン液体を実現した（図２）。この

液体では、温度低下とともに室温付近で急激

に磁気モーメントが減少する。この変化は、

冷却に伴って高スピンから低スピン状態へ

のスピンクロスオーバーが起こるために生

じる。同時に色変化も起こる。 

 

 
図２．スピンクロスオーバーを起こすイオン液

体の構造式（左）および磁化率の温度変化（右） 

 

 



 比較のために、アニオンのみが異なる結晶

性固体を合成した。この固体もイオン液体と

同様の緩やかなスピン転移を起こし、スピン

状態の変化を結晶構造解析からも立証した。

このイオン液体は空気・熱に対して不安定で

あったが、Fe(III)のかわりに Co(III)を含む

錯体を用いて安定な液体を合成し、その液体

物性を明らかにした。 

③ 各種キレート錯体のイオン液体化の試み

（論文①⑫ほか） 

 キレート錯体系イオン液体の物質系を拡

張するために、種々の機能性錯体をイオン液

体化する試みを行った。以下の系は多くの塩

が高融点であったが、構造解析を通じて原因

を考察した。 

 錯体触媒であるビスオキサゾリン系キレ

ート型金錯体をカチオンとするイオン液体

を合成した。この錯体は 2 個の不斉炭素を持

ち、アキラル錯体はキラル錯体より高融点で

あった。この結晶の構造解析を行い、錯体が

非平面構造を取り、強いイオン対が形成され

ていることを見出した。このほか、シッフ塩

基系イオン液体の拡張を目的として、サレン

錯体の熱物性に対する置換基効果とアニオ

ンの効果を検討した。その結果、サレン錯体

は平面性が高いために高融点となることが

判明した。さらに、環状キレート錯体をカチ

オンとするイオン液体を実現する目的で、各

種の置換基を導入したサイクラム錯体を合

成した。この系では分子間水素結合の形成が

高融点化の原因であることを明らかにした。 

④ 外場応答性物質の開発（論文②⑤⑨ほか） 

上述したカチオン性ソルバトクロミック

錯体をナフィオン膜に取り込ませる方法に

よって、色変化によって溶媒が検知できるフ

ィルムを実現した。このフィルムは溶媒への

浸漬によって、溶媒のドナー数に応じた色変

化を起こした。さらに、この膜にアルコール

等を取り込ませることにより、サーモクロミ

ズムを示すフィルムを実現した。置換基の調

節により、変色特性の制御が可能であった。 

これらのキレート錯体を、粘土鉱物の一種

であるスメクタイトに取り込ませた物質を

合成した。これらは湿度に応じて色変化を起

こす環境検知材料となった。湿度・溶媒応答

と分子形状の相関について検討を加え、粘土

表面と錯体の相互作用が応答特性に影響を

与えることを明らかにした。 

 

(2) サンドイッチ錯体系イオン液体の合成

と物性評価 

① サンドイッチ錯体系透明イオン液体の開

発および置換基効果の検討（論文④ほか） 

ルテニウム系サンドイッチ錯体をカチオ

ンとする一連のイオン液体を開発した。メタ

ロセン系イオン液体は多くが強く着色し、光

や酸素に対して不安定だが、この系で初めて

安定な無色液体を実現した。こうした利点を

生かし、種々の置換基を導入した一連のイオ

ン液体を合成し、それらの熱的性質・安定

性・粘度・屈折率・溶媒極性を評価した。本

研究によって、サンドイッチ型錯体の液体物

性に対する置換基効果をはじめて系統的に

明らかにすることができた。 

② 各種フェロセン系イオン液体の開発（論

文③⑦ほか） 

 メタロセン系イオン液体における熱物性

と分子形状の相関を明らかにする目的で、各

種のフェロセン、ハーフメタロセン誘導体を

用いたイオン液体を合成した。さらに、フッ

素系以外のアニオンを有するイオン液体の

開発を目的として、スルホン酸誘導体や AOT

を対アニオンとするイオン液体を合成した。 

③ サンドイッチ型錯体の生成反応に関する

検討（論文⑩） 

 イオン液体骨格の構造転換の実現を目的

として、サンドイッチ型ルテニウム錯体の化

学反応性と物性について検討した。キレート

配位性の置換基を持つアレーン配位子をシ

クロペンタジエニルルテニウム錯体と反応

させると、サンドイッチ型錯体（イオン液体）

とキレート錯体（イオン性固体）が競争的に

生じることを見出し、その生成条件を明らか

にした。さらに、これらが光・熱によって相

互転換できることを示した。 

④ メタロセン系イオン結晶の構造と熱物性

の相関の解明（論文⑧ほか） 

メタロセン錯体系イオン液体の基礎研究

として、一連のフッ素系アニオンを有するコ

バルトセニウム塩の相系列、結晶構造、分子

運動性を検討した。これらの物質系では、ア

ニオンのフロロアルキル鎖長に依存して顕

著な偶規則が発現することを見出した。鎖が

奇数の場合はカチオンとアニオンが分離積

層、偶数の場合は交互積層した結晶構造が形

成されていた（図３）。前者では高温で柔粘

性結晶相が発現した。その他、一連のフェロ

セニウム塩の相系列、結晶構造、分子運動、

および磁性を検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
図３．[Co(C5H5)2][N(SO2CnF2n+1)2]の積層構造の

模式図.左：交互積層(n = 0,2,4)、右：分離積

層(n = 1,3) 
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